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第
１
回
班
長
会
開
催
日
時
の
お
知
ら
せ

第
１
回
班
長
会

日
時

５
月
29
日
（
月）
午
後
２
時
か
ら

場
所

事
務
所
３
階
研
修
室

班
長
の
皆
様
に
は
何
か
と
お
忙
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
出
席
の
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
回
理
事
会
の
内
容
に
つ
い
て

４
月
28
日
（
金
）
の
理
事
会
で
決
定
さ
れ
ま

し
た
議
案
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
令
和
４
年
度
事
業
報
告（
案
）
に
つ
い
て

②
令
和
４
年
度
収
支
決
算
報
告（
案
）
・
監
事

監
査
報
告
に
つ
い
て

③
令
和
５
年
度
定
時
総
会
の
日
時
及
び
開
催

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て

④
定
款
に
よ
る
理
事
の
取
引
に
つ
い
て

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
報
告
事
項
で
は
令
和
４
年
度
分
の
実
績
報

告
・
正
会
員
の
入
退
会
の
報
告
、
積
立
金
の
取

崩
し
報
告
、
定
款
に
よ
る
理
事
の
取
引
に
つ
い

て
の
報
告
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
の
次
第
と

流
れ
に
つ
い
て
と
議
長
及
び
当
日
の
議
事
録

署
名
人
の
選
出
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
だ
よ
り

安
全
委
員
会
よ
り

令
和
４
年
度
傷
害
事
故・
賠
償
事
故
報
告

傷
害
事
故

７
月

午
前
９
時

植
木
剪
定
作
業
中
脚
立
か

ら
足
を
滑
ら
せ
転
落
。
頭
部
内
出
血

８
月

午
前
10
時

除
草
作
業
中
、
足
長
バ
チ

に
刺
さ
れ
全
身
が
腫
れ
る
。

８
月

午
前
８
時

館
内
清
掃
中
、
滑
っ
て
転

倒
。
右
手
首
骨
折
。

１
月

午
前
８
時
半

屋
外
清
掃
中
溝
に
足
を

滑
ら
せ
転
倒
。
腰
圧
迫
骨
折
。

賠
償
事
故

11
月

午
前
11
時

機
械
除
草
作
業
中
、
飛

び
石
で
隣
接
す
る
住
宅
の
外
壁
と
窓
ガ
ラ
ス

を
傷
つ
け
る
。
賠
償
額
９
万
３
千
円

4
月
28
日
（
金
）
「
第
１
回
理
事
会
」
が
開
か
れ
、
総
会
に
向
け
て
の
最
終
議
案
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
6
月
10
日
《
土
》
開
催
の
令
和
5
年
度
定
時
総
会
の
全
議
案
が
決
ま
り

ま
し
た
。
就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め
、
物
価
高
騰
が
続
く
社
会
情
勢
の
悪
い
中
で
の

働
き
方
に
つ
い
て
会
員
の
安
全
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
の
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

□
令
和
４
年
度
事
業
概
況
報
告

○
契
約
金
・・
・・
請
負
３
億
６
９
０
０
万
円

（
1
・
9
％
減
）

・・
・・
派
遣
１
億
２
２
０
０
万
円

（
5
・
9
％
増
）

○
就
業
率
・・
・・
請
負
79
・
9
％
派
遣
１
１
7
％

全
体
96
・
2
％

○
会
員
数
・・
・・
８
８
９
人
（
22
人
減
）

事
業
実
績
に
お
い
て
、
契
約
金
額
は
昨
年
度
に

比
べ
請
負
、
派
遣
合
計
で
４
２
万
円
（
0
・
09
％
減
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
就
業
実
人
員
は
請
負
７

１
０
名
、
派
遣
１
４
６
名
、
全
体
で
８
５
６
名
就
業

率
は
96
・
2
％
と
11
年
連
続
90
％
台
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
事
業
報
告(

概
要
）

○
事
業
実
施
状
況

企
業
、
個
人
家
庭
、
公
共
団
体
か
ら
の
受
注
件

数
は
、
請
負
２
４
１
８
件
・
派
遣
１
６
４
件
、
・
人
材

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
就
業
開
拓
部
会
員
に
よ
る
企

業
、
個
人
家
庭
、
公
共
施
設
へ｢

就
業
基
準
要
綱
」

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

就
業
を
推
進
し
ま
し
た
。
・
10
月
の
普
及
啓
発
月

間
に「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
を
設
け
ま
し
た
が
清
掃
奉

仕
活
動
は
中
止
と
な
り
理
事
に
よ
る
駅
前
で
の
㏚

活
動
も
中
止
し
ま
し
た
。

・
独
自
事
業
に
お
い
て
、
ゴ
ミ
の
軽
減
や
資
源

の
再
利
用
の
分
野
で
の
事
業
と
し
て
、
自
転
車

修
理
店
、
剪
定
枝
チ
ッ
プ
事
業
を
実
施
す
る
と

共
に
じ
ゃ
が
い
も
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
の

栽
培
販
売
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
講
座
、

貸
農
園
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
・
毎
月
入
会
説

明
会
を
開
催(
１
９
４
名
参
加
で
７
３
名
入
会)

。

月
２
回
の
未
就
業
相
談(
延
べ
５
４
名)

・
自
主
運

営
体
制
の
充
実
及
び
就
業
体
制
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
推
進
し
ま
し
た
。

※

Ｇ・
Ｗ
の
緊
急
連
絡
先
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
は
事
務
局
は

営
業
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
公
共
等
就
業
し

て
い
る
会
員
さ
ん
が
多
数
お
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
万
が
一
事
故
等
で
事
務
局
に
ご

用
が
あ
る
方
は

佐
々
木
０
９
０
１
１
４
２
０
５
５
５

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
緊
急
を
要
す
る

場
合
の
み
対
応
い
た
し
ま
す
。

☆５月の安全標語： 梅雨の時期 自動車と自転車の運転は 十分に 西谷 正信さん

≪

５
月
の
主
な
予
定≫

9
日
火
曜

入
会
説
明
会（
市
役
所
）

11
日
木
曜

未
就
業
相
談

19
日
金
曜

入
会
説
明
会（
野
々
上
）

20
日
土
曜

第
２
回
介
護
研
修
開
講
式

25
日
木
曜

未
就
業
相
談

29
日
月
曜

第
１
回
班
長
会

○
安
全
就
業
標
語
の
募
集

会
員
の
皆
さ
ん
の
仕
事
中
や
行
き
帰
り
の
交
通

事
故
等
の
防
止
と
安
全
意
識
の
高
揚
の
た
め
の

「
安
全
就
業
標
語
」
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
し
て
頂

い
た
標
語
は
、
６
月
の
安
全
委
員
会
で
優
秀
作
品

を
選
定
し
７
月
以
降
の
毎
月
の
事
務
局
だ
よ
り
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
・
ラ
イ
ン
・
は
が
き
等
に
標
語（
一
人
５
首
ま

で）
と
氏
名
を
書
い
て
、
５
月
末
ま
で
に
事
務
局
へ

送
付
ま
た
は
持
参
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


